
こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

政
策
提
言

子
供
議
会

そ
の
他

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

政
策
提
言

子
供
議
会

そ
の
他
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　３歳以上児の副食費を無償化する条例改正
否
決
否
決

保
育
所
や
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に

通
う
３
歳
以
上
児
の
副
食
費
は
原
則
保
護

者
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年

４
月
か
ら
は
、
町
内
在
住
の
す
べ
て
の
３

歳
以
上
児
に
つ
い
て
、
国
の
基
準
額
を
上

限
に
副
食
費
を
無
償
化
す
る
よ
う
条
例
改

正
案
が
提
案
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
を
賛
成

少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

Ｑ

条
例
改
正
に
よ
り
無
償
化
の
対
象
と
な
る

人
数
及
び
町
負
担
額
は
。

Ａ

３
歳
以
上
児
全
体
の
約
３
割
に
つ
い
て
は
、

既
に
国
及
び
町
の
施
策
に
よ
り
副
食
費
が
無
償

化
さ
れ
て
い
る
。
今
回
新
た
に
無
償
化
の
対
象

と
な
る
人
数
は
、
残
り
の
７
割
に
当
た
る
５
６

８
名
で
、
金
額
は
２
８
７
８
万
２
０
０
０
円
で

あ
る
。

Ｑ

３
歳
以
上
児
に
つ
い
て
は
保
育
料
が
無
償

化
さ
れ
、
既
に
負
担
が
か
な
り
軽
減
さ
れ
て
い

る
。
３
歳
未
満
児
で
は
な
く
、
３
歳
以
上
児
を

軽
減
対
象
と
し
た
理
由
は
。

Ａ

３
歳
以
上
児
は
ほ
と
ん
ど
が
保
育
所
や
幼

稚
園
等
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
広
く
恩
恵
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
３
歳
未
満

児
に
つ
い
て
は
利
用
さ
れ
な
い
方
も
多
い
た
め

全
て
が
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
既
に
保

育
料
も
国
の
基
準
の
半
分
程
度
で
あ
り
、
今
回

は
見
送
り
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｑ

３
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
待
機
児
童
も
発

生
し
て
い
る
。
ま
ず
は
そ
の
解
消
に
重
点
を
置

く
べ
き
と
思
う
が
。

Ａ

現
在
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
る
。
令
和
２
年
度
か
ら
１
ヵ
所
、
令
和

３
年
度
か
ら
も
１
ヵ
所
の
保
育
所
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
、
受
け
皿
整
備
を
行
う
。
そ
の
後
に
３
歳

未
満
児
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ

と
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

こ
の
条
例
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
毎
年
約
２

８
０
０
万
円
の
固
定
費
が
か
か
る
こ
と
と
な

る
。
子
育
て
支
援
は
大
変
重
要
で
あ
る
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
そ
の
財
源
は
ど
こ
か
ら

持
っ
て
く
る
の
か
。

Ａ

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
い
、
国

の
基
準
に
基
づ
く
保
育
料
が
財
政
措
置
さ
れ
る

が
、
玉
村
町
は
こ
れ
ま
で
国
の
基
準
の
半
分
以

下
で
保
育
料
を
徴
収
し
て
い
た
た
め
、
令
和
元

年
度
に
つ
い
て
は
半
年
で
６
５
０
０
万
円
ほ

ど
、
令
和
２
年
度
以
降
は
年
間
で
１
億
３
０
０

０
万
円
ほ
ど
収
入
増
と
な
る
。
こ
の
財
源
に
つ

い
て
国
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る

充
実
に
使
う
こ
と
が
重
要
と
方
針
を
示
し
て
お

り
、
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
２

８
０
０
万
円
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

Ｑ

副
食
費
の
無
償
化
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の

子
育
て
支
援
も
検
討
し
た
の
か
。

Ａ

子
育
て
支
援
策
の
充
実
と
し
て
、
保
育
所

の
整
備
や
一
時
預
か
り
、
日
曜
保
育
の
拡
充
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け

た
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
子
育

て
世
帯
の
経
済
的

な
負
担
軽
減
も
有

効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
の
未
来
に

対
す
る
投
資
と
い

う
意
味
で
本
条
例

を
改
正
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
表
決
】
否
決

（
賛
成
少
数
：
賛
成
５
・
反
対
７
）

　 文化センター所長の兼務規定を見直します
可
決
可
決

玉
村
町
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。
特
別
職
非
常
勤
職
員

等
の
任
用
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
で
、

公
民
館
長
、
図
書
館
長
、
資
料
館
長
が
特

別
職
で
な
く
な
る
こ
と
に
伴
い
、
特
別
職

で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
が
こ
れ
ら
を

兼
務
で
き
る
規
定
を
削
除
し
ま
す
。

主
な
質
疑

Ｑ

公
民
館
長
、
図
書
館
長
及
び
歴
史
資
料
館

長
は
設
置
の
必
要
性
が
あ
る
。
誰
が
行
う
の
か
。

Ａ

職
員
等
が
兼
務
す
る
の
か
は
今
後
検
討
す
る

余
地
が
あ
る
と
思
う
。
近
隣
市
町
村
と
の
連
絡

調
整
や
協
議
会
の
開
催
な
ど
が
主
な
業
務
だ
が
、

兼
務
と
い
う
形
で
も
対
応
可
能
と
考
え
る
。

　

公
民
館
長
、
図
書

館
長
等
の
役
割
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
う
。
町
職

員
が
兼
務
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
の
説
明
で
あ

り
、
住
民
の
意
見
の
活
発
化
を
損
な
う
こ
と
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
現
状
で
は
町
と
し
て
の
対

応
が
明
確
で
な
い
た
め
反
対
す
る
。

　

職
員
が
兼
務
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
現
状
の
体
制
の
中
で
対
応
で

き
る
と
の
説
明
で
あ
り
賛
成
す
る
。

【
表
決
】
可
決

（
賛
成
多
数
：
賛
成
７
・
反
対
５
）

議　案　名
結
果

小
林
一
幸

新
井
賢
次

原　

利

幸

月

田　

均

渡
辺
俊
彦

柳
沢
浩
一

石
内
國
雄

髙
橋
茂
樹

浅
見
武
志

久
保
留
美
子

宇
津
木
治
宣

備
前
島
久
仁
子

三
友
美
惠
子

玉村町特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の
一部改正について

原
案
否
決

× × × ○ × ○ × ○ × ○ ○ × 議長

玉村町文化センター条例の一
部改正について

原
案
可
決

× × ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ 議長

令和２年度玉村町一般会計予算
原
案
可
決

× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議長

令和元年度玉村町一般会計補
正予算（第８号）

原
案
可
決

× × × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

〈賛否が分かれた議案の内訳〉 賛成：○　反対：×（審議した議案等の一覧と審議結果はホームページに掲載しています）

（議長は賛否が同数の時に表決に加わります）

可
決
可
決令

和
２
年
度　

一
般
会
計
予
算

　

予
算
編
成
の
重
点
が
曖
昧
で
あ
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
事
業
が
な
く
人
気
取

り
の
た
め
の
事
業
や
補
助
金
が
あ
る
。

　

財
政
の
健
全
化
を
目
指
す
中
、
緊
急

度
・
重
要
度
・
費
用
対
効
果
等
の
検
討

が
み
ら
れ
な
い
。
不
測
の
支
出
に
備
え

て
の
財
源
が
留
保
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
反
対
す
る
。

髙

　

財
源
確
保
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
の

中
、
民
間
新
規
保
育
所
の
誘
致
や
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
子
育
て
世
代
の

支
援
充
実
に
努
め
た
予
算
で
あ
る
。

　

ま
た
、
内
水
氾
濫
等
が
発
生
し
た

地
域
へ
の
河
川
監
視
カ
メ
ラ
・
水
防
倉

庫
の
設
置
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
一
層
推
進
す
る
た
め
の
予
算
と

な
っ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

【
表
決
】
可
決

（
賛
成
多
数
：
賛
成
９
・
反
対
３
）


